
 成長の１年として新たな成長に向かって！ 
校長 渋谷 正芳 

「皆が笑顔になれる わが学校」 を目指し、全教職員と全児童で取り組んできま

した。そして本日、３月２4 日修了式。 ３９６名の児童が小学校それぞれの学年を

修了しました。 

朝、校門での挨拶に向かう途中、走り寄って来る１年生が「校長先生、見て、私の

チューリップ大きくなってきたよ。」と。見ると１年生の植木鉢のチューリップも芽が

出始め、大きく角を出していました。ほっこりとした嬉しい一時でした。清明の子供

たちも、１年前の自分と比べ、「これができるようになった。」「難しいことにもチャレン

ジすることができた。」と新たな芽を出し成長しました。あゆみには、この１年間の成

長の一部が記載され、一人一人の成長に喜びを感じます。皆が「〇〇ができるよう

になった。」「〇〇に挑戦することができた。」と自分の殻をまた一つ破った「挑戦と成長」の１年間だったと確信して

います。また、保護者の会や地域の方による行事、子供まつりや各イベント等の行事も盛大に行うことができました。

子供たちにたくさんの思い出を共に作っていただき、保護者や地域の皆様に感謝申し上げます。 

そして明日、３月２5 日は清明小学校第２３回卒業式。６６名の６年生が小学校の課程を修了し、本校を卒業して

いきます。 

◇夢を持ち続け、大きな課題や困難に負けることなく、自分らしく、すてきな花を◇ 

昨年度の卒業生が植樹した校庭の桜の樹も昨年の春に花をたくさん咲かせ、今年も、昨年より幹を大きくし、見

事に花を咲かせようとしています。桜の花が咲く時期について調べてみると「桜の開花４００度の法則」があります。

その法則とは、２月１日以降の平均気温の合計が400度を超えると開花とするというものです。つまり、冬の寒くな

る時期は、開花に備え、枯れないようにじっと耐え、幹の中で寒さと戦っているのです。そして、２月１日を休眠打破

の日とし、そこから平均気温を日々たし算して４００度に達した時、花開くのです。桜の花は、待ちに待った２月から、

寒い日もあったり、穏やかな日もあったりする三寒四温を繰り返しながら、累積温度４００度になるまで、花を咲か

せるんだとの決意と希望をもって日々を過ごしていたのでしょう。 

「自分という世界に一つだけの桜の花を咲かせるために、良い時も悪い時も、私は必ず花開くと自分の可能性を

信じ 粘り強く あきらめずに 日々の努力を重ねていくんだよ」と。桜の花を通して感じます。  

夢や希望をもっている人は困難に負けません。希望が力となり、困難から立ち上がる勇気が湧いてきます。どん

なときでも夢と希望を大切に持ち続け、困難や課題を乗り越えてほしいと願っています。 

最後に、令和７年度のスタートである４月７日の始業式には、元気な姿で、すてきな笑顔の子供たちに会えること

を楽しみにしています。御家庭でもお子さまの新年度スタートがスムーズにできるよう、御準備等よろしくお願いし

ます。 
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校 長   渋 谷  正 芳 

おめでとうございます 

2024きよせの環境・川まつり川柳コンテスト 小学生の部入選   

４年、２年、１年 

新体操クラブ 団体の部１位、デュエット３位   ２年  

胡蝶蘭が今年も咲きました。 
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